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グローバルＳＤＧｓ
株式ファンド
追加型投信／内外／株式
日経新聞掲載名：ＳＤＧｓ株式

2024年２月８日から2025年２月７日まで

第６期 決算日：2025年２月７日

受益者の皆さまへ
平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し
上げます。
当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、
世界の取引所に上場している株式に投資するこ
とにより、信託財産の中長期的な成長を目指し
ます。当期についても、運用方針に沿った運用
を行いました。
今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。

当期の状況

基 準 価 額（期末） 22,128円

純資産総額（期末） 28,280百万円

騰　落　率（当期） ＋15.3％

分配金合計（当期） 0円

※�騰落率は、分配金（税引前）を分配時に再投資したと仮定
して計算したものです。

　お取引のある販売会社へお問い合わせください。

〒105-6426 東京都港区虎ノ門1-17-1

■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ

　コールセンター　0120-88-2976
　受付時間：午前９時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

■当運用報告書についてのお問い合わせ

https://www.smd-am.co.jp

当ファンドは､信託約款において｢運用報告書(全体版)｣に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定めており、次の手順でご覧 
いただけます｡なお、印刷した｢運用報告書(全体版)｣はご請求により交付させていただきますので、販売会社までお問い合わせください。

【閲覧方法】https://www.smd-am.co.jp/fund/unpo/にアクセス→ファンド名を入力→検索結果からファンドを選択
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1 運用経過
基準価額等の推移について（2024年２月８日から2025年２月７日まで）

基準価額等の推移

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※�分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。
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純資産総額（百万円）：右軸

分配金再投資基準価額（円）：左軸
基準価額（円）：左軸

期 首 19,197円

期 末 22,128円
（既払分配金０円（税引前））

騰 落 率 ＋15.3％
（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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基準価額の主な変動要因（2024年２月８日から2025年２月７日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、世界の取引所に上場している株式の中から、
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の達成への貢献が期待される企業の株式などに分散投資を行いま
した。
　実質組入外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行いませんでした。

ＳＤＧｓ(エスディージーズ：Sustainable Development Goals)とは
2015年９月の国連サミットで採択された、2016年から2030年までの国際目標です。
持続可能な世界（あらゆる形の貧困を解消・不平等の撲滅・気候変動の改善など）を実現するための
17の目標・169のターゲットから構成されています。

●ＡＩプラットフォームに欠かせない先端技術を活用した半導体製造を行う台湾セミコン
ダクターの株価が、ＡＩ市場拡大のトレンドから恩恵を受けて上昇したこと
●市場予想を上回る業績を発表したことに加え、シェア拡大も好感されたフォーティネッ
トの株価が上昇したこと
●アジア事業が順調に成長しているリインシュアランス・グループ・オブ・アメリカの株
価が上昇したこと

●ＣＥＯ後継問題の長期化や、トランプ政権による米国の洋上風力発電に対する厳しい姿
勢が嫌気され、ノースランド・パワーの株価が下落したこと
●市場予想を下回る決算と弱い業績見通しを発表したアカマイ・テクノロジーズの株価が
下落したこと

上昇要因

下落要因
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１万口当たりの費用明細（2024年２月８日から2025年２月７日まで）

項　目 金額 比率 項目の概要

（a）信 託 報 酬 366円 1.694％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
期中の平均基準価額は21,629円です。
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：��交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファン

ドの管理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：��ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図

の実行等の対価

（ 投 信 会 社 ）（178） （0.825）

（ 販 売 会 社 ）（178） （0.825）

（ 受 託 会 社 ） （10） （0.044）

（b）売買委託手数料 1　 0.006　 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：��有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う�

手数料（ 株 式 ） （1） （0.006）

（先物･オプション） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（c）有価証券取引税 2　 0.010　 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
��有価証券取引税：��有価証券の取引の都度発生する取引に関する�

税金（ 株 式 ） （2） （0.010）

（ 公 社 債 ） （－） （－）

（投資信託証券） （－） （－）

（d）そ の 他 費 用 6　 0.029　 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：��海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管お

よび資金の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（ 保 管 費 用 ） （5） （0.024）

（ 監 査 費 用 ） （1） （0.004）

（ そ の 他 ） （0） （0.000）

合 　 計 376　 1.738　

※��期中の費用(消費税のかかるものは消費税を含む)は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により
算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※�売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
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参考情報 総経費率（年率換算）

総経費率
1.72%

運用管理費用（販売会社）

0.83%

運用管理費用（投信会社）

0.83%

運用管理費用（受託会社）

0.04%

その他費用

0.03%

※�各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したもので、原則とし
て、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満を四捨五入）です。
※�上記の前提条件で算出しているため、「１万口当たりの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合が
あります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料および有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基
準価額（１口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率換算）は1.72％です。
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最近５年間の基準価額等の推移について（2020年２月７日から2025年２月７日まで）

※�分配金再投資基準価額は、2020年２月７日の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

2020.2.7 2021.2.8 2022.2.7 2023.2.7 2024.2.7 2025.2.7
決算日 決算日 決算日 決算日 決算日 決算日

基準価額� （円） 11,789 12,757 14,672 15,389 19,197 22,128
期間分配金合計（税引前）�（円） － 0 0 0 0 0
分配金再投資基準価額騰落率�（％） － 8.2 15.0 4.9 24.7 15.3
純資産総額� （百万円） 11,747 17,025 30,766 30,942 28,370 28,280

※当ファンドの運用方針に対し適切に比較できる指数がないため、ベンチマークおよび参考指数はありません。
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投資環境について（2024年２月８日から2025年２月７日まで）

グローバル株式市場は上昇しました。また為替市場では対米ドルで円安が進みました。

グローバル株式市場
　期を通じて、グローバル株式市場は総じて
好調に推移しました。堅調な企業収益や欧米
中央銀行の政策金利引き下げが、追い風とな
りました。特にエヌビディアやブロードコム
などのテクノロジー株が上昇を牽引し、ＡＩ
が2024年の主要テーマとなりました。また、
金融緩和へのシフトが市場の楽観的な見方を
強め、中小型株や公益事業、金融、不動産な
どの幅広いセクターにも株価上昇が広がりま
した。
　年末にＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）がイ
ンフレの持続性について懸念を示し、2025

年の利下げ回数が減少する可能性を示唆した
ことで、株価は一時的に下落しましたが、期
末にかけて再び上昇に転じました。

為替市場
　期初は、米国の長期金利が上昇する中、日
本銀行の金融緩和政策の継続により大幅な円
安が進みました。その後、日本銀行の利上げ
を契機に一時的に円高が進みました。
　期末にかけては、自民党総裁選やアメリカ
大統領選が市場に懸念をもたらしたこと、ま
た米国の利下げ期待が後退したことにより、
再度円安が進みました。

ポートフォリオについて（2024年２月８日から2025年２月７日まで）

当ファンド
　期を通じて、「グローバルＳＤＧｓエクイ
ティ・マザーファンド」の組入れを高位に保
ちました。

グローバルＳＤＧｓエクイティ・マザーファンド
　当ファンドは、基本的にマクロ経済などを
考慮したトップダウンによる国別配分やセク

ター配分などを行っておりません。あくまで
個別企業の中からＳＤＧｓ達成への貢献が期
待でき、ＥＳＧ評価（環境、社会の諸問題へ
の取り組み姿勢と経営方針や執行能力などに
対する総合評価）も優れている企業を徹底的
な調査活動などを通じて厳選し、ポートフォ
リオを構築しています。

●株式組入比率
　株式組入比率を高位に維持しました。
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●国別配分
　米国、イギリス、日本などを組入上位とし
ました。

●通貨別配分
　米ドル、ユーロ、英ポンドなどを組入上位
としました。

●業種配分
　情報技術、ヘルスケア、金融などを組入上
位としました。

●個別銘柄
　米国の保険大手であるエーオン、台湾の半
導体製造企業である台湾セミコンダクター、
米国でオンライン・マーケットプレイスを提
供するエッツィ、米国の環境インフラに特化
したコンサルティングおよびエンジニアリン
グ会社であるテトラテックなどを新規で購入
しました。
　一方で、コンテンツ配信ネットワークを提
供する米国のアカマイ・テクノロジーズ、韓
国の総合金融グループであるＫＢフィナン
シャル、米国のスポーツウェア・メーカーで
あるコロンビア・スポーツウェアなどを全て
売却しました。

組入上位銘柄

マイクロソフト
世界最大級のソフトウェア大手企業でWindowsやOfficeを提供しているほか、ソフトウェアの開発及び製
造等も展開しています。ＯＳ無償化やクラウド事業に注力しており、クラウドサービスの「Microsoft�Azure」
に注目しています。同社の製品及びライセンスは、情報技術における革新性を高め、経済的繁栄を支える信
頼性の高いインフラ開発を可能としています（8&9※）。特にクラウドサービスでエネルギー効率改善に貢献
している点を評価しています。また、ジェンダーの平等推進（5）においては育児休暇提供や若手からマネジメ
ント層にいたる女性のシェアの確保に注力しています。取締役のほぼ半数が女性であること等を評価してい
ます。
エヌビディア
グラフィックスプロセッシングユニット（ＧＰＵ）や人工知能（ＡＩ）などを手掛ける多国籍テクノロジー企業
です。高い収益性に加え、技術革新やテクノロジーの先駆者としての強力な実績を持つ同社は、大規模
なデータ処理にＧＰＵを活用し、ディープラーニングを採用する顧客からのデータ・ソリューションに対す
る強い需要が今後も続く見込みです。同社の製品は、さまざまな業界に応用できる�ＧＰＵテクノロジー、
ＡＩ、ディープラーニングなどのテクノロジーの進歩に深く関わっており、働きがいも経済成長も（8）、産
業と技術革新の基盤をつくろう（9）へ貢献しております。

※国連による「SDGs（Sustainable�Development�Goals）世界を変えるための17の目標」より。

●ＥＳＧを主要な要素として選定する投資対象への組入比率（対純資産総額、時価ベース）
　相対的にＳＤＧｓ貢献度が高い銘柄の組入比率は、原則として、純資産総額の90％以上とし
ます。2024年12月末時点の組入比率は95.7％です。
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＜ご参考＞
グローバルＳＤＧｓエクイティ・マザーファンドのＥＳＧ投資の状況（2024年12月末時点）

●ＳＤＧスコアとファンドの実質的な投資対象
・各企業のＳＤＧｓ貢献度評価（ＳＤＧフレームワーク）に基づいて、�ＳＤＧスコアを算出します。
　ＳＤＧスコアが上位の銘柄を、ファンドの実質的な投資対象とします。

評価 インパクト ＳＤＧスコア

高 ＋３
ポジティブ 中 ＋２

低 ＋１
中立 ０

低 －１
ネガティブ 中 －２

高 －３
※上記のＳＤＧスコア算出プロセスは、2024年12月末現在のものであり、今後変更される場合があります。�

●(参考情報)グローバルＳＤＧｓエクイティ・マザーファンドのＳＤＧスコアの状況
・2024年12月末時点のマザーファンドにおけるＳＤＧスコア別の投資比率は以下の通りです。

当ファンドの
実質的な投資対象

※投資比率は、マザーファンドにおける純資産総額（現金等を含みます）に対する時価の比率です。
※グラフ・データは、過去の実績であり、当ファンドの将来の運用成果等を示唆あるいは保証するものではありません。

（出所）ロベコ・スイス・エージーの情報を基に委託会社作成

6.1

合計95.7％ 89.6
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● ＥＳＧを主要な要素とする投資戦略に関連するスチュワードシップ方針およびその方針に沿っ
て実施した行動について
　当ファンドの実質的な運用を担うロベコ・スイス・エージー（以下、『ロべコ』といいます。）の
スチュワードシップ方針およびその方針に沿って実施した行動の主な内容は以下の通りです。

スチュワードシップ方針
■��ロベコは、サステナブル投資を企業戦略の基軸としており、持続可能な商慣行を伴う企業は比
較優位性を有し、長期的により高い成果を上げると確信しています。
■��スチュワードシップ責任を果たすことは、ロベコのサステナブル投資アプローチにおいて不可
欠と考えております。
■��ロベコは、お客様ニーズに適合するよう様々な戦略や投資目的をもって資産を管理しています
が、「環境、社会およびすべてのステークホルダーに対して持続可能な方法で取り組む企業（お
よび国）は、今後の事業または試みにおける多様な問題に、より対処できる可能性が高い」とい
う全社的な哲学を有している点では共通しています。
■��ロベコは資産運用会社として、一連の方針を通じてこの哲学の具体化に取り組んでいます。
・ＥＳＧ（環境・社会・ガバナンス（企業統治））統合
・議決権行使
・投資先企業へのエンゲージメント
・投資除外および行動規範

スチュワードシップ方針に沿って実施した主な内容
　2023年１月１日から2023年12月31日の期間において、ロベコが実施したエンゲージメント
の主な内容は以下の通りです。
エンゲージメントについて�
■ 実施件数：319件（エンゲージメントの内容別）
■ 実施対象企業数：292社
■ 成功事例となった割合：65％
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ベンチマークとの差異について（2024年２月８日から2025年２月７日まで）

　ベンチマークおよび参考指数を設けていませんので、この項目に記載する事項はありません。

議決権行使について��
■ 権利行使した株主総会数：7,042社
■ 権利行使した議案総数：72,432件
■ 会社側提案に反対した割合：59％

　なお、ロベコのスチュワードシップ方針とエンゲージメント活動についての詳細は、下記ウェ
ブサイトをご参照ください。
（日本語）スチュワードシップ・コードへの対応方針�¦�Robeco�Japan
　https://www.robeco.com/jp-jp/response-policies-for-stewardship-cord
（英語）Active�Ownership�¦�Robeco�Global
　https://www.robeco.com/en-int/sustainable-investing/influence/active-ownership

分配金について（2024年２月８日から2025年２月７日まで）

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第６期 　期間の分配は、複利効果による信託財産
の成長を優先するため、見送りといたしま
した。
　なお、留保益につきましては、運用の基
本方針に基づき運用いたします。

当期分配金 0
（対基準価額比率） （0.00％）�

当期の収益 －

当期の収益以外 －��

翌期繰越分配対象額 12,128�
※��単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
※��「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファンドの収
益率とは異なります。
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当ファンド
　引き続き、「グローバルＳＤＧｓエクイ
ティ・マザーファンド」を高位に組み入れて
運用を行います。実質組入外貨建資産につい
ては、対円での為替ヘッジを行いません。

グローバルＳＤＧｓエクイティ・マザーファンド
　金利は高止まりし、地政学リスクが高い状
況が続く中、主要国の貸出基準が厳格化する
など経済状況は依然として厳しい状況にあり
ます。インフレ率は徐々に鈍化しているもの

の、中央銀行の目標を上回っています。高水
準のバリュエーションや収益期待によりグ
ローバル株式市場はダウンサイド・リスクが
高いと考えていることもあり、当ファンドで
は引き続きディフェンシブな姿勢を継続して
います。
　しかし、このような市場環境は投資機会発
掘の好機だと捉えており、引き続き当ファン
ドのボトムアップ・アプローチにより、あら
ゆる経済環境に対応可能でＳＤＧｓに貢献す
るビジネスモデルを持つ企業に注目し、株価
水準が魅力的でクオリティの高い銘柄への投
資を続けていきます。

3 お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

2 今後の運用方針
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4 当ファンドの概要
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式

信 託 期 間 無期限（設定日：2019年１月28日）

運 用 方 針 マザーファンドへの投資を通じて、世界の取引所に上場している株式に投資することによ
り、信託財産の中長期的な成長を目指します。

主 要 投 資 対 象

当ファンドは以下のマザーファンドを主要投資対象とします。

グローバルＳＤＧｓエクイティ・マザーファンド
世界の取引所に上場している株式

当 フ ァ ン ド の
運 用 方 法

■�SDGsへの貢献が期待される企業の株式に投資を行います。
■�実質的な運用は、資産運用の世界的な潮流である「ESG投資」の手法を活用して、ロベコ・
グループが行います。

■�実質組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。

組 入 制 限

当ファンド
■株式への実質投資割合には、制限を設けません。
■外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。

グローバルＳＤＧｓエクイティ・マザーファンド
■株式への投資割合には、制限を設けません。
■外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。

分 配 方 針

■�年１回（原則として毎年２月７日。休業日の場合は翌営業日）決算を行い、分配金額を決定
します。

■�分配対象額は、経費控除後の利子、配当等収益と売買益（評価損益を含みます。）等の範囲
内とします。

■�分配金額は、委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘案して決定します。
※�委託会社の判断により分配を行わない場合もあるため、将来の分配金の支払いおよびそ
の金額について保証するものではありません。

ファンドは複利効果による信託財産の成長を優先するため、分配を極力抑制します。
（基準価額水準、市況動向等によっては変更する場合があります。）
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【2020年2月～2025年1月】(％)
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-5.5

15.3

-6.1

21.5

-8.8

最大値

最小値
平均値

39.7

-9.0

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債
●平均値 15.7% 14.7% 21.9% 12.0% －1.8% 5.3% 6.7%

※��上記期間の月末ごとに、それぞれ直近１年間の騰落率を算出し、最大・平均・最小を表示しています。よって、決算
日に対応した数値とは異なります。�
※当ファンドの騰落率は、分配金（税引前）を分配時に再投資したと仮定して計算したものです。
※全ての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。

5 代表的な資産クラスとの騰落率の比較

各資産クラスの指数

日 本 株 ＴＯＰＩＸ（東証株価指数、配当込み）
株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社が算出、公表する指数で、日本の株式を対象としています。

先進国株 ＭＳＣＩコクサイ・インデックス（グロス配当込み、円ベース）
MSCI�Inc.が開発した指数で、日本を除く世界の主要先進国の株式を対象としています。

新興国株 ＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（グロス配当込み、円ベース）
MSCI�Inc.が開発した指数で、新興国の株式を対象としています。

日本国債 ＮＯＭＵＲＡ－ＢＰＩ（国債）
野村フィデューシャリー・リサーチ＆コンサルティング株式会社が公表する指数で、国内で発行された公募固定利付国債を対象としています。

先進国債 ＦＴＳＥ世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE�Fixed�Income�LLCにより運営されている指数で、日本を除く世界の主要国の国債を対象としています。

新興国債 ＪＰモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス-エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）
J.P.�Morganが算出、公表する指数で、新興国が発行する現地通貨建て国債を対象としています。

※海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円ベースとしています。
※上記各指数に関する知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許諾者に帰属します。また、上記各指数の
　発行者および許諾者は、当ファンドの運用成果等に関して一切責任を負いません。
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※未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

純資産等

項目 第６期末 ※�当期における、追加設定元本額は1,838,563,661円、
解約元本額は3,836,962,841円です。�2025年２月７日

純資産総額� （円） 28,280,101,623
受益権総口数� （口） 12,780,050,851
1万口当たり基準価額� （円） 22,128

6 当ファンドのデータ
当ファンドの組入資産の内容（2025年２月７日）

組入れファンド等
銘柄名 組入比率

グローバルＳＤＧｓエクイティ・マザーファンド 97.5%
コールローン等、その他 2.5%
※比率は、純資産総額に対する割合です。

日本･円
100.0%

日本
100.0%

マザーファンド
97.5%

その他
2.5%

資産別配分（純資産総額比） 国別配分（ポートフォリオ比） 通貨別配分（純資産総額比）
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組入上位ファンドの概要

グローバルＳＤＧｓエクイティ・マザーファンド（2024年２月８日から2025年２月７日まで）

基準価額の推移 組入上位銘柄 （基準日：2025年２月７日）

銘柄名 業種 組入
比率

1 MICROSOFT�CORP ソフトウェア･サービス 6.3％
2 NVIDIA�CORP 半導体･半導体製造装置 5.4％
3 ASTRAZENECA�PLC 医薬品･バイオテクノロジー･ライフサイエンス 3.9％
4 VISA�INC-CLASS�A�SHARES 金融サービス 3.5％
5 LINDE�PLC 素材 3.5％
6 MASTERCARD�INC�-�A 金融サービス 3.3％
7 KONINKLIJKE�KPN�NV 電気通信サービス 3.1％
8 COLGATE-PALMOLIVE�CO 家庭用品･パーソナル用品 3.1％
9 UNITEDHEALTH�GROUP�INC ヘルスケア機器･サービス 3.0％
10 THERMO�FISHER�SCIENTIFIC�INC 医薬品･バイオテクノロジー･ライフサイエンス 3.0％

全銘柄数 46銘柄
※比率は、純資産総額に対する割合です。
※��全組入銘柄につきましては、運用報告書（全体版）に記
載されています。

1万口当たりの費用明細 （単位：円）
　　項　目　　　　（内訳） 金額（内訳）
売買委託手数料　　（株式） 1　　（1）
有価証券取引税　　（株式） 2　　（2）
そ の 他 費 用　　（保管費用） 6　　（6）
　　　　　　　　　（その他） 　　（0）
合計 10
※��項目の概要については、前記「費用明細」をご参照くだ
さい。

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

54 6 7 8 9 10 11 12'24/3 '25/1期首 期末

(円)
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※未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。
※基準日は2025年２月７日現在です。

アメリカ･ドル
69.0％

ユーロ
12.0％

台湾･ドル
2.4％

日本･円
7.0％

イギリス･ポンド
6.1％

その他
3.5％

アメリカ
57.5％

その他
16.8％

イギリス
9.2％

アイルランド
7.9％

オランダ
3.2％

日本
5.2％

外国株式
89.9％

投資信託証券
0.8％

国内株式
5.0％

その他
4.3%

資産別配分（純資産総額比） 国別配分（ポートフォリオ比） 通貨別配分（純資産総額比）


